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線路部品落下は過失か故意か？
49橋りょう下に714個の部品落下！
橋りょう下への線路部品落下について労使協議申し入れ

会社は５月31日「橋りょう下に落下さ

せた線路部品の調査結果」をホームペー

ジで公表しました。この調査は、東海道

線天竜川橋りょう下の中州で線路部品と

思われる部品が発見されたとの情報が寄

せられたことを踏まえ実施したとしてい

ます。公表によれば、調査対象（天竜川

橋りょうと同様構造の橋りょう）1,479橋

りょう（在来線・新幹線）のうち49橋り

ょう（在来線のみ）の下で714個の線路部

品が発見されたとされています。そのう

ち405個は天竜川橋りょうの下で発見され

たとされています。

会社発表では、調査のきっかけとなっ

た天竜川橋りょうでの線路部品落下も含

め、工事請負会社の過失なのか故意なの

かはっきりしません。会社は大きく３点

の再発防止策（取り外した部品は速やか

にかご等に入れる、安全ネット等を設置

する、会社が工事施工後の現地を確認す

る）を発表しましたが、それらはこのよ

うなことが今まで徹底されていなかった

のか！という対策でしかありません。

橋りょう下には通行人や釣り人がいま

す。新幹線の保守作業中で発生したパネ

ル版落下同様、部品落下で通行人他に怪

我を負わせてはなりません。
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